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東日本大震災の復興支援活動報告

道　 畑　 美　 希＊
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2011年3 月に発生した東日本大震災は､ 多くの尊い人命を奪い､ 甚大な被害をもたらした｡ 経済

的な支援やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ をけじめとする人的支援が投入されているが､ 復興への道のりはまだ遠い

ようである｡ 筆者のｾﾞﾐ では､ 地震発生のわずか数日前に三陸のわかめ漁師､ また釜石市､ 遠野市

を訪問した経緯もあり､ 学生たちのなにかやらねばならないという気持ちが復興支援活動へとかき

たてた｡ ところが､ 被災地までのｱｸｾｽ や私たちの能力を考えると､ 三陸へ行っても足手まとい

になるばかりである｡ そこで､ 東京にいてもできる支援をと考えたのが､ 原発事故による風評被害

の軽減である｡ 行政の示す暫定基準値の範囲内に収まる農産物であっても､ 福島産あるいは北関東

産であるとい うだけで売れない､ あるいは安値で取引されるといった状況にある｡ このような状況

を軽減し､ 放射性物質や当該地域の農業生産について正しい情報の理解を得ることを目的に､ 被災

地産の野菜の販売を復興支援活動として進めた｡ その報告を本稿に記す｡

(ｱｸｼｮﾝ を起こすまで)

3月11 日の東日本大震災発生時は､ 何か

起こったのかの検討もっかず､ 携帯電話も

十分につながらない状態で情報のないまま､

右往左往することしかできなかった｡ 幸い､

外出先から自宅には歩いて1 時間ほどで戻

ることができた｡ 家の中は少しものが散乱

していた程度であった｡ﾃﾚ ﾋﾞをつけると､

三陸沖で地震が起こり､ 津波で大変なこと

になっているという｡ しかし､ 情報は錯そ

うするばかりで､ 家族や近くの知人たちの

安否を電話やﾒｰﾙ で尋ねだり尋ねられた

りするくらいしかできなかった｡ ただﾃﾚ

ﾋﾞの画面に見入ることしかできなかった｡

(写真1　 被災地産野菜の販売風景)

ちょうど､ ｾﾞﾐ の学生だちと地震発生の5 日前に､ ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘ ｽﾞﾑ （漁業体験などを通じたﾂ
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－ﾘ ｽﾞﾑ ）を学ぶために､ 大船渡に漁業生産者を､ また釜石では､ 市役所や観光事業の関係者を訪

ねたばかりであった｡ あれこれとお世話になった方々の顔が浮び､ 皆さん大丈夫だろうかと｡ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

はすばらしくその力を発揮し､1 週間後くらいには多くの方の安否が伝えられ､ お世話

になった方々の多くは無事で避難をされているとのことであった｡ 学生たちは､ 若い感受既ゆえ衝

撃も大きかったようで､ さらにﾃﾚ ﾋﾞやyou tube などの動画ｻｲﾄ で流れる映像により､ 被災地を

思う気持ちは増幅されていったようである｡ 学生たちは､ 学生だちなりに｢ 何か手助けをしたい｣

という思いを強くしていったようである｡

東北には､ 今まで仕事を通じてお世話になった人々､ 地域があり､ 何か力になることはできない

かと頭の中はぐるぐるへ夕な考えが廻るばかりで､ 実際の行動が伴わないでいた｡ しかし､ 被災地

の混乱もそろそろ収まった頃であろうと見舞いの電話をかけた先である､ 福島県二本松市の旧東和

町地区の生産者から､｢ 原発事故で放射性物質が心配､ 農産物や加工品も誰も買ってくれない｡｣ と

いう嘆きを聞いた｡ 折しも､ 北関東産の一部の野菜から暫定規制値を超えた放射性物質が検出され

る､ あるいは､ 大手ｹﾁｬｯ ﾌﾟﾒｰｶｰ2 社が福島産のﾄﾏﾄ の契約を解除するというﾆｭｰｽ も

続々聞こえてきたところであった｡ 旧東和地区は､ 前年にも学生を連れてｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘ ｽﾞﾑ を体

験したところで､ 私もﾌｨｰﾙ ﾄﾞﾜｰｸ の対象地域として､ ここ10 年の間､ 何度も訪問し､ 生産

者だちとも常々連絡を取り合ってきたところである｡

旧東和地区は､ 以前は東和町といい､ 平成17 年12 月に､ 近隣の旧二本松市､ 岩代町､ 安達町､

そして東和町が合併して､ 現在の二本松市へと合併をした｡合併前に､ 東和町内の生産者が集まり｡

｢ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会｣ というＮＰＯ法人を立ち上げ､ 安全で安心そして質の高

い農産物を生産すること､ そして耕作放棄地や過疎化に向かい､ 地域の再生､ 農地そして山林の再

生を目的として活動に取り組んできた｡ その取り組みの成果は平成21 年には､ 総務省より｢ 耕作放

棄地再生ﾓ ﾃﾞﾙ 事業｣ としても表彰されるなど､ 非常に意識の高い地区である｡ 今まで地域の人々

が努力を重ねてきたことが､ 原発事故でどうなってしまうのか､ あまりにあっけなく状況が変って

しまうことに､ 改めて震災の甚大さを認識した｡

同県内の農作物が出荷停止になり､ また､ 稲作が始まる時期であるにもかかわらず作付制限がか

かるなど､ 現地では､ 士気が低下し､ 高齢で後継者のいない生産者のなかには､ 農業をやめること

を考える者も多かったという｡

このような風評被害を受けている地区の農作物を売れないかと考えていたところ､ 国際地域学科

の卒業生である山木美津穂氏が､ 風評被害を解決しようとい う企画書を携えて､ 大学に相談にみえ

た｡ 山木氏は､ 福島県伊達郡の出身でﾃﾚ ﾋﾞ番組を制作する仕事に就いている｡ 出身地が受けてい

る風評被害の様子を見聞きするうちに､ 被災地の野菜を販売する計画を立て､ また､ これらの映像

にして､ 世の中に訴えていきたいという計画を考え､ 在学中のｾﾞﾐ 担当の杉田恵理教授そしてｴﾈ



道畑：東日本大震災の復興支援活動報告

ﾙ ｷﾞｰ 問題が専門である久留島守広教授を訪ねてきた折に､筆者も同席をする機会を得た｡そして､

協力して､風評被害のために､被災地産の野菜を売るうと具体的なｱｸｼｮﾝ を起こすこととした｡
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さて､ どこから進めるかである｡ 国際地域学部被災地復興支援ﾌﾟﾛ ｼﾞｪｸﾄ と活動名をつけ､ そ

して､ 学生たちにも声をかけた｡ 先述のように｢ 何か手助けしたい｣ と出番を待っていた学生たち

は､ 積極的に手を挙げて､ 活動をﾘｰ ﾄﾞしてくれる存在となった｡ そして､ 久留島教授の尽力で､

全国でｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ ﾄﾞを運営する業界の団体､全国石油商業組合連合会､東京都石油業協同組合､

東京都石油商業組合からの経済的な支援を得ることができ､円滑に活動が進められる準備が整った｡

（学食での販売）

被災地産の農作物を仕入れ販売することを具現化するべく､ 二つの計画を立てた｡ それは､ 学食

でﾒﾆｭｰ 化し販売すること､ そして産直市を開催することである｡

学食での販売は､ 白山第1ｷｬﾝ ﾊﾟｽ の6 号館地下学食の一角で｢ 結（むすび）｣という産直食堂

でお願いすることとした｡ というのは､ 同店の経営者の村上由紀氏とは旧知の仲で､ かねてよりｾﾞﾐ

活動でもお世話になっていた関係があったこと､ また､ 産直という同店のｺﾝｾ ﾌﾟﾄ が今回の被

災地産の農作物を販売するという計画にﾏｯﾁ していたことなどが理由である｡ また､ 同店を運営

する吉田貢太郎氏は､ 東洋大社会学部の卒業生でもあり､ 風評被害について､ ともに問題意識を共

有することができ､ﾒﾆｭｰ 販売の段取りがついた｡ が､ 野菜の仕入れがなかなか間にあわない｡

産地を揃えるために､ 産地の農協や知り合いの生産者に連絡をしてみるが､ﾄﾏﾄ やﾚﾀｽ など欲

しい野菜は､ 被災地周辺では､ また出荷の季節を迎えていなかったこと､ また､1 つの店で使用す

る程度のﾎﾞﾘｭｰﾑ では､ 物流費ばかりがかかって､ｺｽﾄ が合わないことも大きな障壁のひとつ

であった｡ ﾌﾟﾛ ｼﾞｪｸﾄ 発足は､4 月中旬｡ なんとか5 月の連休明けには､ 学食で販売したいと考

えていたので､ 時間もない｡ｺｽﾄ はかかるが､ 当面は､ 茨城県古河の生産者団体から野菜を仕入

れることとし､ なんとか連休明けから､ 被災地産の野菜を使った､ 被災地支援ﾒﾆｭｰ の販売を始

めることができた｡

学食での販売については､ いままでｾﾞﾐ 活動でかかわりの深かった4 年のｾﾞﾐ 生か､ 告知のため

のﾎﾟｽﾀｰ 作りなど積極的に進めてくれた｡また学生自らも､第1ｷｬﾝ ﾊﾟｽ に何度も足を運んで､

被災地支援ﾒﾆｭｰ も食べていたようである｡

大学の広報課も協力をしてくれ､ﾎｰﾑ ﾍﾟｰ ｼﾞに掲載するなど､ 情報をこまめに更新して発信を

し､ 日本ﾃﾚ ﾋﾞの夕方のﾆｭｰｽ 番組にも取り上げられた｡
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（写真2　 学食にて支援ﾒﾆｭｰ 販売） （写真3　 日本ﾃﾚ ﾋﾞ取材に応じる学生たち）

（産直市を開催）

次に､ 被災地産の野菜の産直市を開催する計画である｡ 大学を出て学外で実施することで､ 被災

地復興支援のﾒｯｾｰ ｼﾞとして､ 風評被害を軽減しようという情報発信ができるのではないかとい

う趣旨である｡ 先に述べた全国石油商業組合連合会､ 東京都石油業協同組合､ 東京都石油商業組合

の協力で､ 板橋区内の6 か所のｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ ﾄﾞと板橋区役所近くの仮設店舗を加え計7 か所での

販売場所の提供をうけた｡5 月の下旬､2 度の日曜日を販売にあて､ 準備を進めていった｡

1 袋ﾌﾝｺｲﾝ （500 円）の野菜のｾｯﾄ を販売することとし､ 同時に､ 福島の旧東和地区から

｢ゆうきの里ふるさとづくり協議会｣ のﾒﾝ ﾊﾞｰ に､ 農作物や加工品を持って来てもらい､ 産直市

を開催することとした｡ もちろん､ この販売に際して､ 学生たちは告知ﾎﾟｽﾀｰ をつくり､ 事前に

販売場所の近くの医院や商店でも配布して頑張っていた｡ また販売場所となったｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ ﾄﾞ

でも､ ﾎﾟｽﾀｰ を掲げ､ 学生たちのつくったﾎﾟｽﾀｰ を顧客や周辺の住民に配布してくださった｡

産直市当日は､ 板橋区長も応援に駆け付けてくれてのｽﾀｰﾄ であったが､ 残念ながら､ 悪天候で

思ったほどの客足とはならなかった｡ しかし､ 学生たちは､ 雨に濡れながらも､ 駅近くの人通りの

多いところまででてﾎﾟｽﾀｰ を配布したり､ ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ ﾄﾞに来店した客に積極的に声を掛けた

りするなど､ 一生懸命頑張っていた｡

（写真4　 開会式で東和の生産者と学生）　（写真5　 東和の生産者による産直市）
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7 か所で販売するということで､ 学食の時とは違い､ 仕入れるべき野菜の量も多い｡ 多量の野菜

の一箇所の産地から仕入れるのは相当難しく､ 産地からの直接仕入れはあきらめて､ 仲卸業者を介

して､ 仕入れることとした｡ 量と価格と産地（品質）を揃えるため､ また物流費を抑えるためには､

最善の方法と判断した｡ 当たり前のことだが､ 農作物は自然のもので､ 天候によってその品質も価

格も大きく変わる｡ 実際､5 月は天候不順で､ この両日曜日とも大雨､2 日目はなんと台風が通過

するという運の悪さであった｡ 周知の通り､ 多くの農作物は､ 南から北､ あるいは北から南へのﾘﾚｰ

出荷によってまかなわれている｡　ﾚﾀｽ は､ ちょうど茨城から群馬に産地が変わる境目のとき

であり､ 産地と量が揃うかどうかをﾁｪｯｸ する必要もあり､ 仕入れにはかなり苦心をした｡ しか

し､ 中間流通業者のおかげで､ 産地を指定し､ 販売すべき量を確保することができた｡

(生産者に大きな負担をかけた産直市)

野菜の販売と同時に､ 二本松市から旧東和地区の生産者が､ 野菜や山菜､ また味噌､ ｼﾞｬﾑ など

の加工品を持って来て､ 仮設店舗で産直市を開催した｡ あいにくの悪天候で思ったように販売量が

伸びず､ 逆に労力を掛けてしまったと､ 反省点も多い開催であった｡ また､ 十分に問題も片付いて

ない状況の生産者たちに､ かなりの精神的な負担も掛けたように反省する｡ 地域内でも､ それぞれ

に意識や意見が分かれる､ そんな状況であった｡ 例えば､ 地域内で収穫された野菜を学校給食に提

供すべきかどうか､ といった問題にもそれぞれの意見があり､ 当時は､ まだまだ意思統一が取れて

ない状況であったのではないかと思う｡しかし､後に､ この地区の生産者たちは､ＮＰＯを核として､

地域の農業生産や地域の環境ｱｾｽﾒﾝﾄ など､地域内統一した見解をもち､地域の協力をもって､

風評被害に立ち向かっている｡

この旧東和地区には､ 夏休み前に､ 学生とともに現地を訪問し､ 状況をみてきた｡ 生産者やNPO

の事務局にも話を聞いて､ 原発事故後の実害､ また風評被害の状況を把握してきたつもりである｡

今後学生だちとともに情報発信などの活動を進めていく上で､ ともに協力し合える関係づくりを構

築していきたいと考えている｡

いずれにしても､ 両日とも､ 悪天候に関わらず､ ｾﾞﾐ の学生や卒業生､ また杉田恵理ｾﾞﾐ の1 年

生も集まって､ 総勢40 名の学生が､ 販売を積極的に進めてくれた｡ﾘｰ ﾀﾞｰ 格の学生たちは､ 綿密

な販売ﾏﾆｭｱﾙ を作成し､ 当日の販売活動のための細かいﾙｰﾙ を決めて､ 指揮をとっていたこ

とも印象深い｡ 肝心な販売結果は､ 両日ともで30 万円余りの売上があったが､ 仕入れ価格以下で販

売しているために､ 売れ残り分をいれると､ かなりの赤字｡ 全国石油商業組合連合会などの支援が

あればこそ､ 実現した活動であった｡ また両日で2 万円余りの義援金も集まり､ ゆうきの里東和ふ

るさとづくり協議会へと渡すことができた｡
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(写真6､7　 ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ ﾄﾞで被災地産野菜を学生たち)

(二本松訪問とSIFE 出場)

いままで述べた学食でのﾒﾆｭｰ 販売や産直市は､非常に小さなことで世の中に大きな影響を与え

られるわけでもなく､ 被災地の復興支援に役立つものではない｡ 小さな活動､ 特に若い世代が力を

入れているということで､ 支援の輪が広がっていけばいいと考えている｡

と同時に､ 活動を継続する必要を感じ､ 風評被害の軽減のために何かできるかを考えていくつもり

である｡ 先に述べたように､ 学生だちと福島旧東和地区に訪問し､ 地域の状況などを見聞きした｡

以前とは何も変わらない風景ながら､ さまざまなことが大きく変わっていた｡ 訪問した7 月末は折

しもさくらんぼの最盛期にあたり､ いつもならﾊﾞｽ で多数が訪れるさくらんぼ狩りの観光客もいな

い､ また全国から集まる東和ﾏﾗｿﾝ 大会も開催中止になるなど､ 外から人が訪れなくなってしま

ったことは､地域の人々にとっては､経済面のみならず精神面でも大きな打撃である｡それよりも､

いままでの普通にあった生活が大きく変わってしまったという声をあちこちで耳にした｡　しかし､

ふるさとづくり協議会の方をはじめ､ 生産者､ 地域住民は､ 前向きで､ 自ら地域内の土壌や農産物

の放射線量を測定する工夫を重ねていた｡ 政府や東京電力からの補償はいつのことになるか不明で

あり､ 今自分たちでできることから取り組んでいくという力強い意志と地域の団結力をもって､ 進

んでいく力強いものを感じた｡

(写真8､9　 二本松旧東和地区ＮＰＯゆうきの里ふるさとづくり協議会を訪問)
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私たちになにができるわけではないが､ 風評被害を軽減するための情報発信をしていくことはで

きるのではないかと､ 今は試行錯誤を繰り返しているところである｡ その成果をある場で発表す る

機会を得た｡ とい うのは､SIFE(Student in Free Enterprises)とい う次世代の ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰ ﾀﾞｰ を育成

するための国際的な ＮＰＯ が毎年開催する､学生の社会貢献活動をｺﾝﾃｽﾄ 形式で競い合 う場であ

る｡ 2005 年からこの大会が世界的ﾚ ﾍﾞﾙ で開かれており､ 国内大会に優勝したﾁｰﾑ は世界大会で

優勝できるとい うものである｡

今年は､ 全国から11 大学が集まり競い合った結果､ 早稲田大学のﾁｰﾑ が優勝し､ｸｱﾗﾙﾝ ﾌﾟｰﾙ

で開かれた世界大会で検討してきた模様である｡ 東洋大学道畑ｾﾞﾐﾁｰﾑ は､ 幸運にも新人賞を

授与された｡

本大会は､ 今までの復興支援活動が社会的にも認知され､ 学生だもの意欲も高まり､ また自信も

ついたことと考える｡ また､ 他大学の活動やその発表に刺激を受けたり､ また他大学の学生との交

流が始まるなど､ 参加したことは非常に大きな成果であった｡ 近くの早稲田大学､ また遠くは沖縄

大学との交流､ また福島県の会津大学とも､ この風評被害の軽減についてはなにか共同で活動を進

めていく話が進んでいるようである｡

(写真10､11　SIFE 国内大会で学生たちの発表の様子と受賞式)

被災地の復興にはまだ道も遠く､特に福島原発の事故後の処理や近隣住民への補償などの問題は解

決の糸口さえ見えていない状況である｡ 原発近くの住民の生活､ また農業はじめとする産業につい

ては､ どうするのか､ 抜本的な政策や救済策が打ち出せないでいるのは､ 非常に歯がゆい思いであ

る｡活動を継続することで､ 微力ながらも復興支援に貢献できればいいと考えている｡末筆ながら､

被災地の一日も早い復興を祈念する｡

本活動を経済的に支援して下さった全国石油商業組合連合会､ 東京都石油業協同組合､ 東京都石

油商業組合､ そして国際地域学部の教職員の皆様に心より感謝いたします｡
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以 上 の 活 動 に つ い て は､ 以 下 のｳｪ ﾌﾞｻｲﾄ や 雑 誌 に 紹 介 さ れ て い る 。

東 洋 大 学ﾎｰﾑ ﾍﾟｰ ｼﾞ

学 食 で の 被 災 地 応 援ﾒﾆｭｰ 販 売　h 泣 泣 瓦 回 泣!yo｡acjp/news/detail i/id/3819/　

　

道 畑 ｾﾞﾐﾎｰﾑ ぺ 一 ｼﾞ　 欣m//Wmy2.toyo.ac.ip/~michihata

農 林 水 産 省｢ 食 ぺ て 応 援 し よ う｣

｢地 上｣2O1I 年IO 月 号 （ 家 の 光 出 版 ）
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Our Activities to Support the Sufiｦered People and Reduce

the Groundless Rumor and Misinformation caused by the　　　　　　　　　　　　

3.11 Quake

Miki Michihata

The 3 ｡ 1 1 quake in Tohoku area killed many people and caused serious damage. Although

plenty of economic help and human resources were  invested, it must be ａ thorny and long wayto rebuild it as it was. As members

of our seminar had had a field study just ａ few days beforethe quake in Sanriku area and

some discussion with communities there, students sympathized

so deeply with them that they had a strong will to help the people who had suffered｡

Our seminar has been focused on food production and rural communities, which had made us

support the victims with food, especially produce made in the affｦected areas. Fukushima

nuclear plants caused not only concrete damage but also groundless rumors. Even now, farmers

and communities in Fukushima or its neighbors are  in trouble with farming and dealing theirproduce. Our project aimed at supporting them by eating and selling their produce andinforming the public

of our activity｡

We had two actions for our purpose. At first, we cooperated with a university cafeteria ‘維i’to

sell some menus which featured vegetables from Fukushima and Ibaraki. The second was that

we held a farmers market in seven gas stations and ａ store in Itabashi-ku with the farmers fromTowa in Fukushima who belonged to NPO, Committee for the future of Towa Community･They have been

so assertive that they can activate their production and community despite of

their damages. After the farmers market, we visited them to learn more about the reality of the

disaster and farmers' voluntary will to recover their life and community.

Now, we have made efforts to reduce harm by rumor. Consumers had experienced ａ lot ofrumors related

to food safety; however, they have to know better. From our experience of rumor.

it was found that communication is important and effective. From such ａ viewpoint, we havestraggled to convey scientific and neutral information from

Towa. We expected that people

could understand safety and risk from our communication.


